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本研究は⼈⼯⼼臓駆動を⽬的とした⾻格筋リニアー型アクチュエーターの試作開発および模擬循環回路内や動物の胸壁装着下での駆動性能を耐疲労性誘導筋で評価
した。既に基礎実験で⽤いたプレート型筋⼒変換装置をベローズ型筋⼒変換措置(I型)に改良して、直線牽引⼒による⼈⼯⼼臓駆動を⾏った。I型は直径7cmのベロ
ーズを10cmX10cmの平板に固定して雑種成⽝の広背筋と胸壁から15cm離して設置した。I型装置はヒト⽤⼈⼯⼼臓(1回拍出量70ml)と連結させた。ついで胸壁固
定可能な⼤きさで1回拍出量が30mlの⽝⽤⼈⼯⼼臓を駆動すべくベローズ型筋⼒変換装置(II型)を試作した。⼤きさは体重20Kg前後の成⽝での胸壁固定を⽬的に紡
錐形(完全埋め込み式ではない)の装置とし、広背筋は上腕⾻起始側を剥離して胸背動静脈、神経を温存、さらに肋間動脈からの側副⾎⾏を完全に温存した。広背筋
の直線牽引⼒が最⼤に得られるようにII型装置は第⼀肋⾻にワイヤーで固定した。模擬循環回路内での駆動実験ではI型装置は後負荷80mmHgに対して1回拍出量
(SV)58ml(83% stroke)、⼈⼯⼼臓拍出量(PF)3.8L/min、1回拍出仕事量(SW)8.5X10^6ergが得られた。しかし、100mmHgの後負荷では1回拍出量や総ポンプ
流量は20%以下に減少した。II型装置は後負荷80mmHgでSV23ml(75% stroke)、PF1.81/minが得られた。ポンプ拍出出⼒は後負荷80mmHgでは⾻格筋重量に
換算するとI型装置2W/kg、II型装置0.9W/kgであった。これらの実験結果から出⼒不⾜のため当初予定していた左⼼補助実験を中⽌し右⼼補助実験のみ⾏った。
耐疲労性を誘導しなかった広背筋を⽤いて胸壁固定したII型装置で30mlの⼈⼯⼼臓(右房脱⾎、肺動脈送⾎)を駆動したところ、肺動脈圧は60%上昇しポンプ流量
は1.75l/minが得られ、成⽝の広背筋によるII型装置を介した⼈⼯⼼臓駆動右⼼補助に成功した。本研究により⼈⼯⼼臓駆動に⾻格筋の利⽤は可能であったが、左
⼼補助には更に研究が必要である。
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